
文化芸術交流事業に必要な経費

文化協力事業費

1. 催し等事業費

 (1) 文化協力（主催）

 (2) 文化協力（助成）
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文化協力事業費

 １．催し等事業費 ／ (1) 文化協力（主催）

合計額 8,781,716 円

事業名 氏名 現職 対象国 共催・協力機関 事業内容

1 国立博物館紀要
翻訳出版援助

ブータン ブータン国立博
物館

2008.04.01 ～ 2009.03.31 ブータン国立博物館がブータンの歴史
と文化についてとりまとめた全5巻の紀
要を英語及びゾンカ語で刊行する出版
費用の一部を負担。平成19年度事業
（翻訳）のフォローアップ事業。

2 坪井善明 早稲田大学政治
経済学部　教授

2008.07.21 ～ 2008.07.26

井上和人 奈良文化財研究
所　国際遺跡研
究室室長

2008.11.22 ～ 2008.12.07

上野邦一 奈良女子大学生
活環境学部COE特
任教授

2008.11.22 ～ 2008.12.07

3 井澗　裕 北海道大学スラ
ブ研究センター
COE研究員

2008.11.05 ～ 2008.11.08

角　幸博 北海道大学大学
院工学研究科
教授

4 Abdul Mtin 陶工 (財)滋賀県陶芸
の森

2008.12.01 ～ 2008.12.20

Noor Ahmad 陶工 愛知県立窯業高
等技術専門校
恵那市立串原中
学校
社団法人 日本ユ
ネスコ協会連盟
信楽陶器工業組
合
信楽窯業技術試
験場
瑞浪窯業技術研
究所

海外の無形及び有形の文化財保存に協力するため、専門家の派遣・招へい、国際共同研究、専門家会議、セミナー、ワークショップ等を実施する。

南サハリンにお
ける樺太時代の
文化遺産調査支
援

ロシア サハリン州行政
府文化局

老朽化の進む日本統治下樺太時代の史
跡・文化遺産の保存・修復作業に向け
ての基盤を整備するため、日本人専門
家をユジノサハリンスクに派遣し、日
露合同調査及び共同シンポジウムを開
催。

アフガニスタン
陶工フォロー
アップ招へい

アフガニスタン 平成17年度文化協力（招聘）「アフガ
ニスタン陶芸文化復興支援」事業の
フォローアップとして、アフガニスタ
ン・イスタリフ村から前回招へいした
陶工のうち2名を再度日本に招へいし、
日本の陶芸文化に対する理解促進と陶
芸技術改善・新規技術習得の機会を提
供。また、日本の陶芸家及び窯業・陶
芸地場産業関係者との交流により、陶
芸文化事業を通じた日本-アフガニスタ
ン協力関係発展の基礎となるネット
ワークを構築。

期間

タンロン遺跡保
存・修復

ベトナム コーロア保存セ
ンター（ベトナ
ム）文化遺産国
際協力コンソー
シアム（日本）

文化遺産国際協力コンソーシアムと協
力し、タンロン遺跡保存・修復のた
め、日本人専門家を２回に分けて派
遣。現地調査やシンポジウム参加を通
じて、現地関係者と基本的なデータや
課題を共有したり、今後の保存・修復
作業に向けての基盤整備を行う。
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文化協力事業費

 １．催し等事業費 ／ (2) 文化協力（助成）

合計額 10,920,051 円

事業名 氏名 現職 助成機関 対象国 事業内容

1 池の下　上海戯
劇学院　ワーク
ショップ

池の下 中国 2008.04.01 ～ 2008.04.14 上海戯劇学院からの要請をもとに劇団
「池の下」が俳優コース学生向けに全
10回（1回4時間）の演劇ワークショッ
プを行う企画に対し、経費の一部を助
成。

2 ベトナム新文化
財保護法適用第1
号　ドンラム村
農集落保存修復
技術向上計画

昭和女子大学 ベトナム 2008.04.01 ～ 2009.03.31 昭和女子大学が、文化庁及び奈良文化
財研究所の協力の下に進めているドン
ラム村農集落保存修復事業（平成20年
度は、家屋修復・ザンバンミン廟修復
工事指導及び観光・衣食他特産品推進
指導）に対し、経費の一部を助成。

3 モロッコ王国に
おける陶芸技術
向上支援プロ
ジェクト

西村早百合 陶芸家　書家 モロッコ 2008.04.22 ～ 2008.06.03 西村小百合が、モロッコ・メクネス女
性陶芸家共同組合への陶芸技術指導、
メクネス伝統芸術学校及びアルホセイ
マ工芸館でのワークショップ、並びに
ラバト市での作品展開催を通じて、同
国陶芸分野の人材育成、技術向上、組
織基盤強化する企画に対し、経費の一
部を助成。

4 中部ジャワ震災
地の市民と芸術
家とともに創る
ガムラン・ワー
クショップを通
じた文化復興計
画

ガムラン・エイ
ド・プロジェク
ト

インドネシア 2008.05.23 ～ 2008.05.30 ガムラン・エイド・プロジェクトが、
中部ジャワ地震被災地の村々を訪問
し、日本の市民からの支援金と共感と
励ましの声を届け、現地の市民・芸術
家・子供たちとともに音楽とダンスか
らなるワークショップを行うことを通
じて、現地伝統文化遺産のガムラン復
興活動を支援する企画に対し、経費の
一部を助成。

5 日本建築家講演
及び日本・ベト
ナム建築系学生
共同ワーク
ショップ

古市　徹雄 建築家、千葉工
業大学教授

ベトナム 2008.08.23 ～ 2008.08.30 古市徹雄が、自らを含む日本を代表す
る建築家5人で、現代日本建築文化紹介
のための講義及び日本とベトナムの建
築系・都市計画学生を対象とした共同
ワークショップを開催する企画に対
し、経費の一部を助成。

海外の無形及び有形の文化財保存に協力する日本の機関が実施する国際共同事業に対し経費の一部を助成する。

期間
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文化協力事業費

事業名 氏名 現職 助成機関 対象国 事業内容期間

6 グアテマラ世界
遺産調査保存計
画フォローアッ
プ

中村　誠一 マヤ考古学研究
者、早稲田大学
客員教授

グアテマラ文化
自然遺産局ティ
カル国立公園

グアテマラ 2008.10.21 ～ 2008.12.15 平成17･18年度文化協力（主催）及び19
年度文化協力（助成）事業のフォロー
アップ事業として、中村誠一がティカ
ル・キリグア遺跡保存・調査本拠地と
なる「文化遺産保存研究センター」の
基本設計に協力する企画に対し、経費
の一部を助成。

7 ピチェ・クラン
チェン「能」研
修プロジェクト

特定非営利活動
法人ダンスボッ
クス

タイ 2008.10.04 ～ 2008.10.08 特定非営利活動法人ダンスボックス
が、タイ古典仮面舞踏劇の名手ピ
チェ・クランチェンを日本に招へい
し、能を通じて日本から古典芸術にお
ける継承方法及び一般市民向け啓蒙活
動について学び、日本の古典芸術の担
い手達と交流を深める企画に対し、経
費の一部を助成。

8 ユネスコ文化遺
産保存日本信託
基金プロジェク
ト「アンコー
ル・トム　バイ
ヨン遺跡保存」

アプサラ機構
早稲田大学

カンボジア 2008.12.25 ～ 2009.01.08 2005年4月に終了した修復保存プロジェ
クト第2フェーズ内で完成した「バイヨ
ン寺院保存修復マスタープラン」をも
とに、早稲田大学が、①南経蔵の修復
（修復計画の策定、部分的解体及び再
構築）、②バス・レリーフ（劣化原因
調査、保存計画の策定等）、③中央等
（地盤調査、保存計画の策定等）を中
心に引き続き修復を実施する企画に対
し、経費の一部を助成。

9 ネパール児童絵
画教育プロジェ
クト

金　斗鉉 画家（イラスト
レーター）、ネ
パール児童絵画
教育プロジェク
ト実行委員会委
員長

ネパール児童絵
画教育プロジェ
クト実行委員会

ネパール 2009.02.14 ～ 2009.02.23 ネパール・ナウリコット村小学校から
の要請をもとに、金斗鉉が、現地小学
校で美術教育を行う教師を対象に、児
童美術教育指導方法や授業方法に関す
るワークショップを行う企画に対し、
経費の一部を助成。

10 日本－ヨルダン
共同コミュニ
ティ・ダンス創
作促進事業

大野　理恵 舞台美術／写真
家

ヨルダン 2009.03.15 ～ 2009.03.26 大野理恵が、キングス・アカデミー、
アンマン・パフォーミング・アーツセ
ンター等と共同で、ヨルダンでは歴史
の浅いコンテンポラリー・コミュニ
ティー・ダンスの自主的な創作の土台
作りを促進するためのワークショップ
を実施する企画に対し、経費の一部を
助成。
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文化芸術交流事業に必要な経費

文化事業費

1. 人物交流事業費

 (1) 文化人招へい

2. 催し等事業費

 (1) 日本文化紹介派遣（主催）

 (2) 日本文化紹介派遣（助成）
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文化事業費

 １．人物交流事業費 ／ (1) 文化人招へい

合計額 63,738,487 円

氏名 現職 在住国 事業内容

1 MWANDEMELE, Osmund
Damian

ナミビア大学　副学長
代理

ナミビア 2008.07.20 ～ 2008.08.03 日本の大学・研究機関との交流強化のための関係機関訪
問及び関係者との意見交換、並びに日本文化・社会事情
視察。

2 MANSOOR,Shoaib TVドラマ演出家、映画
監督、作曲家

パキスタン 2008.07.24 ～ 2008.08.06 日本のテレビ番組、映画、ポップ・ミュージック等関係
者との意見交換及び日本の文化・社会事情視察。自作映
画『神に誓って（In the Name of God）』についてのレ
クチャー開催。

3 LISZKA, Tamas シンプラー・フィルム
（株）最高経営責任者

ハンガリー 2008.08.01 ～ 2008.08.15 日本のアニメーション事情に係る理解促進及び関係ネッ
トワーク構築のため、アニメ監督、アニメ制作会社、ア
ニメ映画祭等訪問・意見交換、及び日本の文化・社会事
情視察。

4 CAMARA, Abdoulaye ブラックアフリカ基礎
研究所博物館館長

セネガル 2008.08.20 ～ 2008.09.03 日本の考古学・民族学研究方法・動向及び博物館運営方
法等に関する専門家との意見交換、並びに日本の文化・
社会事情視察。

5 SEREBRENNIKOV,Kirill 演出家 ロシア 2008.08.21 ～ 2008.09.03 日本の舞踏及びコンテンポラリー・ダンス事情に関する
調査及び日本の演劇（伝統芸能、現代演劇）関係者との
意見交換、並びに日本文化・社会事情の視察。

6 MEDINA,Colodoaldo トム・ジョビン音楽セ
ンター常務理事

ブラジル 2008.09.01 ～ 2008.09.12 日本の劇場運営・舞台機構を理解促進のための日本の劇
場関係者との意見交換・施設見学、日本の芸術興行に係
る理解促進のための各種公演鑑賞、及び日本の文化・社
会事情視察。

7 SCHROTH,Mary Angela 文化協会　サラ　ウノ
ディレクター

イタリア 2008.09.23 ～ 2008.10.07 日本の現代・実験的アートの現状についての理解促進の
ための日本人アーティストとの意見交換、及び日本文
化・社会事情視察。

8 ALPAY, Sahin バフチェシェヒル大学
教授

トルコ 2008.10.05 ～ 2008.10.12 日本の内政・外交に関する専門家、報道関係者等との意
見交換、及び日本の文化・社会事情の視察。

9 PONGSUDHIRAK,
Thitinan

チュラーロンコーン大
学安全保障国際問題研
究所所長

タイ 2008.10.15 ～ 2008.10.28 日本の国際関係・東南アジア地域研究者との意見交換及
び日本の文化・社会事情視察。

期間

海外の文化の諸分野において指導的立場にある者、日本と当該国の文化交流の上で貢献が期待できる者を招へいし、日本の実情視察、日本側文化人、関係分野の専
門家等との意見交換等の機会を提供する。

15



文化事業費

氏名 現職 在住国 事業内容期間

10 BAOBEI, Annie 作家 中国 2008.10.17 ～ 2008.10.31 将来の作品執筆のため、日本の伝統文化、特に伝統工芸
についての理解促進を目的として、関係機関・職人等訪
問及び日本文化・社会事情視察。

11 NGO,Thi Kim Cuc 「青年」新聞社　新聞
記者

ベトナム 2008.10.19 ～ 2008.11.02 日本文学理解を目的とした日本の作家・文芸評論家・編
集者との意見交換、日本の近代化についての調査を目的
とした研究者他関係者との意見交換、及び日本の文化・
社会事情視察。

12 DYBEK, Stuart 作家 米国 2008.10.20 ～ 2008.10.26 日本の文学関係者との意見交換及び日本文化・社会事情
視察。学生・市民向けに翻訳家柴田元幸との対談・講演
会を実施。

13 RAMIREZ GARCIA,
Alejandro

ベネズエラ交響楽団団
長

ベネズエラ 2008.11.03 ～ 2008.11.15 日本-ベネズエラ間オーケストラ交流を促進するための
日本の交響楽団・音楽事務所等訪問、若手音楽家との意
見交換、日本の音楽教育に係る理解促進のための音楽大
学等視察、及び日本の文化・社会事情視察。

14 SANNELLA,Samantha デザイン・エクスチェ
ンジ代表

カナダ 2008.11.08 ～ 2008.11.22 日本の建築・デザインに関する理解促進のための建築
家・デザイナー等との意見交換、美術館・博物館等訪
問、及び日本文化・社会事情視察。現代デザイン・建築
及びデザイン・エクスチェンジ活動について講演実施。

15 GUMILAR，Rusliwa
Somantri

インドネシア大学学長 インドネシア 2008.11.15 ～ 2008.11.21 今後の日本-インドネシア大学間交流強化のための大学
訪問及び関係者との意見交換、並びに日本の文化・社会
事情視察。

16 YUNEN ZOUAIN,Rafael
Emilio

セントロ・レオン（博
物館・美術館）館長

ドミニカ共和国 2008.11.17 ～ 2008.11.28 ドミニカ共和国文化センター運営に資する日本の博物
館・美術館視察、カリブ海地域と日本の文化交流促進の
ための関連団体の訪問、及び日本の文化・社会事情視
察。

17 NUHANVIC, Emir サラエホﾞ･フィルハー
モニー管弦楽団芸術監
督・首席指揮者

ボスニア・ヘルツェゴ
ビナ

2008.11.24 ～ 2008.12.08 2010年スレブレニツァ平和祈念コンサート開催準備のた
めの日本の音楽家・オーケストラ、広島市等訪問、ボス
ニア・ヘルツェゴビナにおける一般児童向け音楽教室拡
充のための日本の音楽教育機関、楽器寄贈関係者等訪
問、日本の音楽事情調査及びネットワーク構築のための
関係者との意見交換、並びに日本文化・社会事情の視
察。広島原爆養護ホーム舟入むつみ園での慰問演奏会実
施及び広島におけるチャリティ・コンサート出演。

18 MOHAMED NAJIB, Bin
Ahmad Dawa

マレーシア国立美術館
館長

マレーシア 2008.11.26 ～ 2008.12.05 日本の伝統的な着物のデザインと現代美術との関係に関
する調査及び日本の美術館運営方法や企画展開催方法に
ついての理解促進のための関係機関・関係者訪問、並び
に日本文化・社会事情視察。
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文化事業費

氏名 現職 在住国 事業内容期間

19 KAMＥL, Abdel Moneim エジプト文化省国立文
化センター（カイロ・
オペラハウス）総裁

エジプト 2008.12.04 ～ 2008.12.14 日本の舞台芸術関係機関との交流を促進するための関係
機関の訪問・関係者との意見交換、及び日本の文化・社
会事情視察。

20 SMITH, Charles
Saumarez

ロイヤル・アカデミー
事務総長

英国 2009.01.05 ～ 2009.01.17 日本の美術館運営や美術界の現状についての理解促進を
目的とした、美術館訪問、関係施設調査、及び館長・
キュレーターとの意見交換、並びに日本の文化・社会事
情視察。

21 MUALLA, Wael ダマスカス大学学長 シリア 2009.02.01 ～ 2009.02.09 日本の大学教育及び新しい学問領域（地域研究、環境学
等）の現状に関する理解促進及び日本-シリア間学術交
流促進のための関係者との意見交換、及び日本文化・社
会事情視察。

22 ABDUL-RASOUL, Salman クウェート美術協会会
長

クウェート 2009.02.12 ～ 2009.02.22 日本美術事情理解促進を目的とした美術館・画廊等視
察、関係者との意見交換、及び日本の文化・社会事情の
視察。

23 FRAICHE,Donna D. 弁護士 米国 2009.03.01 ～ 2009.03.14 日本の災害復興についての理解促進及び日米都市間交流
促進を目的に神戸市、松江市他関係機関・関係都市訪
問、及び日本文化・社会事情の視察。

24 LUCENA MOLERO,
Hernan

国立ロス・アンデス大
学アフリカ・アジア研
究センター所長

ベネズエラ 2009.03.10 ～ 2009.03.24 大学間提携・連携の可能性を探るための日本の大学・研
究機関訪問・意見交換、及び日本の文化・社会事情視
察。

25 TSOUCHLOS, Nikolaos アテネコンサートホー
ル（MEGARON）芸術監
督

ギリシャ 2009.03.16 ～ 2009.03.21 日本の舞台芸術に関する理解促進のための関係者との意
見交換、日本・ギリシャ修好110周年記念事業実施に関
する関係者との協議、及び日本の文化・社会事情視察。

26 ZENEDDINE, Chadi 映画監督 レバノン 2009.03.17 ～ 2009.03.31 日本の映画事情（主にサイレント映画期から今日までの
活動弁士の活動）に関する調査、及び日本の映画界・映
画産業・アニメ制作についての理解促進のための関係機
関訪問・関係者との意見交換、並びに日本文化・社会事
情の視察。

27 VILLORO,Juan 作家、ジャーナリスト メキシコ 2009.03.18 ～ 2009.03.30 日本-ラテン・アメリカ間文学交流促進のための日本の
ラテン・アメリカ文学研究者との意見交換、日本紀行執
筆のための戦争・サッカー・アニメーションをテーマと
した日本視察、及び日本の文化・社会事情視察。
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文化事業費

 ２．催し等事業費 ／ (1) 日本文化紹介派遣（主催）

合計額 72,679,869 円

事業名 氏名 現職 対象国 事業内容

1 漫画 KAGAYA 画家 韓国 2008.05.22 ～ 2008.05.26 KAGAYAを韓国に派遣し、「ソウル国際漫画･アニメー
ションフェスティバル」(ソウル市)及び「京畿道デジタ
ルコンテンツ振興院」(富川市)において漫画に関する講
演を実施。

2 山口　研二 株式会社彩雲堂
会長

2008.06.26 ～ 2008.07.09

渋谷　浩史 島根県菓子技術
専門校講師

平田　輝夫 株式会社彩雲堂

3 カンボジア 2008.09.18 ～ 2008.09.28
ベトナム
ミャンマー
ラオス

4 インドネシア 2008.12.05 ～ 2008.12.11
フィリピン

5 吉田　治幸 代々木アニメー
ション学院アニ
メ学部長

ブラジル
ウルグアイ

2008.09.03 ～ 2008.09.17

松丸　綾 代々木アニメー
ション学院講師

6 宮川　英俊 剣道範士八段、
（財）福岡県剣
道連盟副会長

2008.10.07 ～ 2008.10.15

大城戸　功 剣道教士八段、
（財）愛媛県剣
道連盟常務理事

アニメ 代々木アニメーション学院講師2名をモンテビデオ（ウ
ルグアイ）、ブラジリア、ポルトアレグレ、ベレン（ブ
ラジル）に巡回派遣し、日本アニメの歴史・日本文化と
アニメについての講演及びワークショップを実施。

剣道 ベネズエラ （財）全日本剣道連盟と共催で、宮川英俊及び大城戸功
をベネズエラ（カラカス）に派遣し、現地剣道練習者向
け稽古・講習会及び中米・カリブ地域剣道選手権大会
（カラカスで開催）における講習会、実演、試合、昇段
試験等を実施。

島根県松江市の和菓子専門家計3名をマカッサル、メダ
ン（インドネシア）、クアラルンプール（マレーシ
ア）、シンガポール、バンダリスリブガワン（ブルネ
イ）に巡回派遣し、和菓子の歴史、日本文化と和菓子に
関する講演、20名程度の参加型デモンストレーションを
実施。

古川タク氏をフィリピン、インドネシアに派遣し、
Animahenasyon2008:Pinoy Animation（マニラ）、ジャ
カルタ映画祭（ジャカルタ）において、日本のアニメー
ションに関する講演会及び作品上映会を実施。

アニメ 古川　タク

アニメ 櫻井　孝昌 コンテンツ・メ
ディア・プロ
デューサー、㈱
コンテンツスト
リート代表取締
役

櫻井孝昌をカンボジア、ベトナム、ラオス、ミャンマー
に巡回派遣し、プノンペン、ハノイ、ビエンチャン、ヤ
ンゴンにおいて、「ジャパンアニメの過去、現在、未来
～その国際競争力の秘密をさぐる～」と題した講演を実
施。

インドネシア
シンガポール
ブルネイ
マレーシア

海外に日本の文化人やスポーツ専門家を派遣し、日本文化紹介のための講演、デモンストレーション、指導、セミナー、ワークショップ等を行う（音楽・演劇・舞
踊・民俗芸能など公演事業は除く）。

期間

アニメーション
作家

和菓子
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文化事業費

事業名 氏名 現職 対象国 事業内容期間

7 長尾　英宏 剣道範士八段、
（財）全日本剣
道連盟常任理事

2008.10.10 ～ 2008.10.14

祝　要司 剣道教士八段、
（財）愛知県剣
道連盟理事

8 小林　武史 2008.10.12 ～ 2008.11.05
小林　明代  

9 田辺　小竹 エクアドル 2008.10.21 ～ 2008.11.03
田辺　明子 ペルー

ボリビア

10 キューバ 2008.10.23 ～ 2008.11.06
ニカラグア
ホンジュラス

11 スロバキア 2008.10.24 ～ 2008.11.07
チェコ
ドイツ
リトアニア

12 ハンガリー 2008.10.29 ～ 2008.11.12
オーストリア
ブルガリア
ルーマニア

13 詩 伊藤　比呂美 詩人 ドイツ 2009.01.11 ～ 2009.01.17 伊藤比呂美をドイツに派遣し、ケルン、トリーア、フラ
ンクフルトにおいて作品朗読会を行うとともに、ベルリ
ンで多和田葉子氏との公開対談を実施。

14 玉屋　庄兵衛 尾陽木偶師 2008.11.07 ～ 2008.11.16
末松　良一 豊田高等工業専

門学校校長

アニメ 横田　正夫 日本大学文理学
部心理学科教
授、日本アニ
メーション学会
会長

（財）全日本剣道連盟と共催で、長尾英宏及び祝要司を
インドネシア（ジャカルタ）に派遣し、日本・インドネ
シア友好年記念剣道大会（ジャカルタで開催）における
稽古・講習会、実演、試合等を実施。

横田正夫をブラチスラバ（スロバキア）、ミュンヘン
（ドイツ）、ビリニュス（リトアニア）、プラハ（チェ
コ）に巡回派遣し、アニメ『美味しんぼ』についての講
演を実施。上映を同時実施。

ヴァイオリニスト2名をベレン、サルバドール、マナウ
ス（ブラジル）に派遣し、ヴァイオリンに関するレク
チャー・デモンストレーション及びヴァイオリンリサイ
タルを実施。

中谷　礼仁 早稲田大学理工
学術院　創造理
工工学院准教授

ブラジルヴァイオリニス
ト

音楽教育

剣道 インドネシア

からくり人形 オーストラリア 九代目玉屋庄兵衛及び末松良一をオーストラリアに派遣
し、キャンベラ、シドニー、ブルーマウンテンにおい
て、からくり人形に関する講演、実演、ワークショップ
を実施。

工芸 田辺竹雲斎 竹工芸師2名をラパス（ボリビア）、リマ（ペルー）、
キト（エクアドル）に巡回派遣し、竹と日本文化に関す
る講演、デモンストレーション及び花篭製作ワーク
ショップを実施。

アニメ 津堅　信之 アニメ映画史研
究者、京都精華
大学講師、大阪
芸術大学講師

建築 中谷礼仁をウィーン（オーストリア）、ブダペスト（ハ
ンガリー）、ソフィア（ブルガリア）、ブカレスト
（ルーマニア）に巡回派遣し、日本建築史に関する講演
を実施。

津堅信之をキューバ（ハバナ、ピナル・デル・リオ）、
ニカラグア（マナグア）及びホンジュラス（サンペドロ
スーラ、コパン・ルイナス）に巡回派遣し、アニメの歴
史に関するレクチャー・デモンストレーションを実施。
アニメ上映（『もののけ姫』、『ドラえもん・のび太の
恐竜2006』（アニメ文化大使））同時実施。
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文化事業費

事業名 氏名 現職 対象国 事業内容期間

15 今　敏 アニメ監督、漫
画家

2008.11.07 ～ 2008.11.17

原　史倫 ㈱マッドハウス
プロデューサー

16 ウクライナ 2008.11.12 ～ 2008.11.22
ヨルダン

17 栗栖　正博 たん熊北店　主
人

2008.11.17 ～ 2008.11.27

野永　喜三夫 日本橋ゆかり
三代目若主人

中東　久人 有限会社美山荘
専務取締役

18 桜井　真理美 プロダクショ
ン・マネジャー
（㈱スタジオよ
んどしい、㈱美
よんどしい）

2008.11.20 ～ 2008.11.25

森本　晃司 アニメーター、
アニメ監督（㈱
スタジオよんど
しい）

水木　一郎 アニメ･ソング歌
手（㈱イエロー
バード）

大河原　邦男 メカニック･デザ
イナー（㈲オ
フィス・ケイ）

椎木　隆太 プロデューサー
（㈱ディー・エ
ル・イー代表取
締役）

副島　恵文 アニメーター、
アニメ監督・演
出家

19 遠藤　浩史 山形県警 モロッコ 2009.02.02 ～ 2009.02.25
高橋　富士男 東北学院大学職

員
ガボン

石川　美久 筑波大学職員 ザンビア
中山　三雄 長野県警 セネガル

文学 加藤　耕子 国際俳句交流協
会理事

柔道

アニメ シンガポール ジャパン･クリエイティブ･センターのプレイベントとし
て、アニメ関係者計6名をシンガポールに派遣し、アニ
メ・フェスティバル・アジア2008（AFA2008）において
日本のアニメを紹介するレクチャー・デモンストレー
ション、ワークショップを実施。

柔道専門家４名をダカール（セネガル）、カサブランカ
（モロッコ）、ルーブルビル（ガボン）、ルサカ（ザン
ビア）に巡回派遣し、レクチャー・デモンストレーショ
ン及び指導を実施。

食 米国 栗栖正博、野永喜三夫、中東久人をシカゴ、ボストン及
びデトロイトに巡回派遣し、懐石料理を中心に日本の食
文化に関するレクチャー・デモンストレーションを実
施。

今敏(アニメ監督)、原史倫(㈱マッドハウス・プロ
デューサー)をストックホルム（スウェーデン）、ヘル
シンキ（フィンランド）、オスロ（ノルウェー）に巡回
派遣し、アニメに関するレクチャー開催。今作品上映会
を同時実施。

アニメ

加藤耕子(俳人、国際俳句交流協会理事)をキエフ（ウク
ライナ）及びアンマン（ヨルダン）に巡回派遣し、松尾
芭蕉、英語俳句に関する講演・講義を実施。

フィンランド
スウェーデン
ノルウェー
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文化事業費

事業名 氏名 現職 対象国 事業内容期間

20 州村　衛香 草月流師範会理
事、華道家

2009.03.01 ～ 2009.03.20

大久保　安花 華道家（草月会
所属）

21 下口　英樹 平等院表参道竹
林オーナーシェ
フ

スペイン
ポルトガル

2009.03.09 ～ 2009.03.22

山岸　裕明 （有）銀水代表
取締役

寺田　慎太郎 杢兵衛調理師
宗川　裕志 学校法人　大和

学園京都調理師
学校主任

竹中　徹男 ㈱清和荘代表取
締役

22 細江　英公 清里フォト
ミュージアム館
長、写真家

2009.03.14 ～ 2009.03.20

木田　俊一 有限会社Ｑビッ
ク代表、染め摺
り師

23 恩田　舜史 江戸提灯職人、
有限会社大嶋屋
恩田　五代目店
主

2009.03.20 ～ 2009.03.30

田中　義弘 江戸暖簾職人、
江戸の伝統工芸
共同組合　理事
長

24 鈴木　誠 東京農業大学地
域環境科学部教
授

2009.03.24 ～ 2009.04.02

中根　史郎 株式会社中根庭
園研究所代表取
締役所長

写真

生け花

庭園 米国

写真家細江英公、染め摺り師木田俊一による現代日本の
写真紹介及び展示方法を紹介するレクチャー・デモンス
トレーションを実施。

手工芸 ロシア

ロシア

食 京都を拠点に活躍する料理人5名をリスボン、レイリア
（ポルトガル）、サラマンカ、バルセロナ（スペイン）
に巡回派遣し、日本の歴史と食文化について春の懐石料
理を主題材とする実演と講演を実施。

鈴木誠及び中根史郎をロサンゼルス、シアトル、ポート
ランドに巡回派遣し、日本庭園に関するレクチャー・デ
モンストレーションを実施。日本庭園国際会議（カリ
フォルニア州立大学ロングビーチ校で開催）における講
演も同時実施。

草月流華道家の州村衛香及び大久保安花を、ベオグラー
ド（セルビア）、リュブリャーナ(スロベニア）、サラ
エボ（ボスニア・ヘルツェゴビナ）、リエカ及びザグレ
ブ（クロアチア）に巡回派遣し、生け花のデモンスト
レーションとワークショップを実施。

江戸簾職人及び江戸手描き提灯職人をハバロフスク、ウ
スリースク及びウラジオストクに巡回派遣し、一般向け
に江戸工芸紹介のための製作参加型デモンストレーショ
ン（レクチャー付き）を実施。

クロアチア
スロベニア
セルビア
ボスニア・ヘル
ツェゴビナ
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文化事業費

事業名 氏名 現職 対象国 事業内容期間

25 藤岡　静香 女優、外務省
ポップカル
チャー発信使
（カワイイ大
使）

2009.03.26 ～ 2009.03.30

櫻井　孝昌 コンテンツ・メ
ディア・プロ
デューサー、㈱
コンテンツスト
リート代表取締
役

調査 タイ 中期目標に基づき、今後基金が進めるべきポップカル
チャー関連事業の方向性を探り、その手法を考えるた
め、外務省が委嘱する「ポップカルチャー発信使（カワ
イイ大使）」を活用した現代日本ファッション紹介事業
等を試行の上その結果を調査・分析する業務を、㈱コン
テンツストリートに委託。20年度試行事業として、バン
コク（Kawaii Festa -meet the Kawaii Ambassador-）
に藤岡静香（カワイイ大使）と櫻井孝昌を派遣。
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文化事業費

 ２．催し等事業費 ／ (2) 日本文化紹介派遣（助成）

合計額 20,221,568 円

氏名 現職 対象国 事業内容

1 後藤　清子 ノウノウハウ代表取締
役

スウェーデン 2008.04.23 ～ 2008.05.01 国際コミックフェスティバルへの招待参加を受け、日本
の漫画に関するラウンドテーブル、公聴会、ワーク
ショップを実施した企画の経費の一部を助成。

2 坂本　光子 会社役員 デンマーク 2008.04.24 ～ 2008.05.04 会場の各ブースでそれぞれ飴細工、針金細工、凧、日本
刺繍、江戸独学細工、木彫りの職人等が浅草寺の縁日の
イメージで観客の目の前で実際に細工を行うデモンスト
レーションを行った企画の経費の一部を助成。

3 四元　康祐 詩人・ポエトリーイン
ターナショナルウェブ
代表

イスラエル 2008.04.25 ～ 2008.05.01 イスラエルの都市マガルで毎年開催される詩祭に日本人
詩人として初めて参加し、詩歌を通じた文化交流を行っ
た企画の経費の一部を助成。

4 美術評論家 アラブ首長国連邦 2008.04.29 ～ 2008.05.14
イラン
バーレーン

5 棋士 米国 2008.04.30 ～ 2008.05.13
ブラジル

6 桃谷　好英 折り紙専門家 フランス 2008.05.01 ～ 2008.05.07 源氏物語千年紀をテーマとしたワークショップ、展示を
行い、また折り紙の歴史と文化についてレクチャーを
行った企画の経費の一部を助成。

7 酒井　邦男 日本浮世絵博物館学芸
員　有限会社酒井好古
堂代表

ブラジル 2008.05.03 ～ 2008.05.25 サンパウロ美術館において、浮世絵展、浮世絵に関する
レクチャー、木版画摺りのデモンストレーションとワー
クショップを実施した企画の経費の一部を助成。

8 藤森　照信 東京大学教授 チェコ 2008.05.07 ～ 2008.05.17 チェコ建築連盟等での講演により、藤森建築と現代日本
の建築を紹介した企画の経費の一部を助成。

9 舘山　静子 いけばなインターナ
ショナル代表理事

南アフリカ 2008.05.29 ～ 2008.06.06 いけばなインターナショナルプレトリア支部３０周年の
機会を活用し、日本古来の所作を旨とする古流生花を実
演し、ワークショップとデモンストレーションを実施し
た企画の経費の一部を助成。

日伯交流年を記念し、全ブラジル規模の将棋大会開催に
合わせ、日本の伝統文化である将棋の紹介のため、意見
交換会、指導対局、将棋についてのディスカッションを
行った企画の経費の一部を助成。

海外において日本の文化人やスポーツ専門家が日本文化紹介のための講演、デモンストレーション、指導、セミナー、ワークショップ等を行う事業に対し、助成を
行う（音楽・演劇・舞踊・民俗芸能など公演事業は除く）。

期間

安恵　邦男

堀江　恭子 「桜と平成の源氏物語絵巻」展に合わせ、書、絵画、茶
道を通じて日本文化を紹介した企画の経費の一部を助
成。
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文化事業費

氏名 現職 対象国 事業内容期間

10 原　和子 かみしばいアンサンブ
ルよこはま　代表

ブラジル 2008.06.01 ～ 2008.06.25 ブラジル7都市において、日本からの移民、日本語学習
者、日本人学校児童等を含む一般市民を対象に3プログ
ラム・18回の紙芝居公演とワークショップを実施した経
費の一部を助成。

11 山下　牧 和紙アートサミット実
行委員会代表

カナダ 2008.06.07 ～ 2008.06.15 ロイヤル・オンタリオ博物館他トロント市内約25か所の
アートギャラリーにおける和紙アート作品展覧会開催中
に、参加アーティストによるワークショップ及び日本か
らの和紙職人の紙漉きデモンストレーションを実施した
企画の経費の一部を助成。

12 渡邉　坂司 特定非営利活動法人オ
アシス代表

カンボジア 2008.06.11 ～ 2008.06.19 日本の伝統的奇術公演、折り紙レクチャー･デモンスト
レーション、日本古典奇術・イリュージョン、児童との
トークショー、「誰にでもできるマジック講座」等を実
施した企画経費の一部を助成。

13 高橋　智隆 ロボ・ガレージ代表 ブラジル 2008.06.13 ～ 2008.06.26 日本でのロボット開発の概念、日本人とロボットの共存
といった視点からロボットを紹介した企画の経費の一部
を助成。

14 小山　子壽 剣道指導者 キルギス 2008.06.18 ～ 2008.07.18 キルギスで剣道クラブが誕生して5周年を迎える機会を
捉え、キルギス剣道水準の向上と普及を行うための指導
を実施した企画の経費の一部を助成。

15 二階堂　孝 日本合唱指揮者協会理
事

グアテマラ 2008.06.20 ～ 2008.07.02 日本文化・音楽に関するレクチャー及び日本の作曲家に
よる作品紹介を行った企画の経費の一部を助成。

16 橋本　芳吉 ＮＰＯ法人ＡＢＣジャ
パン理事長

ブラジル 2008.07.02 ～ 2008.07.16 神刀流居合抜刀術師範等による、居合抜刀術・神刀流公
演及び交流会を実施した企画の経費の一部を助成。

17 ツジ　シンヤ アニメーション作家 ドイツ 2008.07.21 ～ 2008.07.31 「日本のアニメの歴史」についての講演及び若年層を対
象としたアニメーション制作ワークショップを実施した
企画の経費の一部を助成。

18 高橋　隆博 関西大学博物館長 オーストリア 2008.08.17 ～ 2008.08.24 日本文化としての屏風と「豊臣期大坂図屏風」の描かれ
た世界について紹介をするため、複製「豊臣期大坂図屏
風」などを展示し、日本美術史、大坂・大坂城研究、祭
礼・風俗研究、日欧関係史などの視点から講演を行った
企画の経費の一部を助成。

19 松井　美枝 小林豊子きもの学院院
長補佐

ベルギー 2008.09.15 ～ 2008.09.22 「ベルギーにおけるジャポニズム」事業に合わせ、きも
のショーや着付け講習会を開講して日本独特の着装文化
を紹介した企画の経費の一部を助成。
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文化事業費

氏名 現職 対象国 事業内容期間

20 紙芝居師 アイルランド 2008.09.17 ～ 2008.09.25
英国

21 木下　艸雲 華道瑩心流家元 ブラジル 2008.09.23 ～ 2008.10.02 いけばなの展覧会、ワークショップ、日本文化について
の講演、茶道・煎茶の作法体験、書道体験、現地市職
員、市民との交流を行った企画の経費の一部を助成。

22 金子　マサ ぬりえ美術館館長 フランス 2008.09.24 ～ 2008.10.16 ぬりえの歴史的背景の講演を通じて日本のぬりえ情報を
発信し、フランスの人々に日本文化の新しい一面として
「ぬりえ文化」を深く紹介した企画の経費の一部を助
成。

23 北村　昇一 美術木版製造 フィンランド 2008.09.29 ～ 2008.10.06 フィンランド国立美術館における浮世絵木版画の風景画
展覧会での実演と講演により、浮世絵木版画の独特な制
作行程を紹介した企画の経費の一部を助成。

24 山口　憲 山口能装束研究所　所
長

カナダ 2008.09.29 ～ 2008.10.28 日加修好80周年記念文化事業として、能装束、能装束裂
地、腰帯、髪帯の他、演能のＣＤ－Ｒ等で構成する展覧
会と能楽に関する講演会とを実施した企画の経費の一部
を助成。

25 市川　慎一 早稲田大学名誉教授 メキシコ 2008.10.02 ～ 2008.11.01 俳句の伝統とホセ・ファン・タブラーダとの交流、大江
健三郎と21世紀日本社会についての講演を実施した企画
の経費の一部を助成。

26 ANDREA URUSHIMA 京都大学大学院　人間
環境関係学科研修員

ブラジル 2008.10.06 ～ 2008.10.16 日本現代建築紹介のためのワークショップ、並びに建築
及び文学に関する国際シンポジウムを実施した企画の経
費の一部を助成。

27 イタリア 2008.10.08 ～ 2008.10.16
トルコ

28 丹野　恵美子 和紙人形作家 ロシア 2008.10.08 ～ 2008.10.17 「日本の秋」フェスティバルにおいて、現地の華道団体
とのコラボレート作品制作・展示するとともに、和紙ク
ラフト・ワークショップを開催した企画の経費の一部を
助成。

29 糸賀　靖夫 財団法人毎日書道会
事務局長

ブラジル 2008.10.09 ～ 2008.10.28 「現代日本の書」展を実施するとともに、書に関する講
演会・シンポジウム・ワークショップなどを開催した企
画の経費の一部を助成。

安野　侑志

小林　栄子 コスチュームデザイ
ナー、アジアの風21代
表

源氏物語千年紀イベントの一環として、紫式部に関する
紙芝居諸作品を昔ながらの紙芝居のスタイルをそのまま
に再現する口演及びワークショップを行った企画の経費
の一部を助成。

日本の衣装文化としての「きもの」のレクチャー・デモ
ンストレーション及び着付けワークショップを実施し、
きものに「見る・触れる・着る」体験を行った企画の経
費の一部を助成。
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文化事業費

氏名 現職 対象国 事業内容期間

30 濱崎　道子 書道家 トルコ 2008.10.12 ～ 2008.10.26 書の歴史と現状についての講演、デモンストレーショ
ン、ワークショップ、展示を通じて書の世界を紹介した
企画の経費の一部を助成。

31 伊地知　直人 写真家 スペイン 2008.10.14 ～ 2008.11.02 写真作品スライド上映を行いながら日本庭園についての
講演を行い、東京の庭園紹介のための写真展示、ギャラ
リー・トーク、ディスカッション等を実施した企画の経
費の一部を助成。

32 阿刀田高 作家 クロアチア 2008.10.15 ～ 2008.10.23 日本人作家3名による日本の文化及び文学に関する講演
（シンポジウム）を開催し、日本文学の紹介を行った経
費の一部を助成。

33 伊部　京子 造形作家 米国 2008.10.20 ～ 2008.10.24 アメリカ中西部におけるより深い日本文化理解を目的
に、日本の伝統的な紙漉き、演能を組み込んだ総合的な
文化紹介事業を実施した企画の経費の一部を助成。

34 杉尾　伸太郎 株式会社プレック研究
所　代表取締役社長

アルゼンチン 2008.11.01 ～ 2008.11.06 UNESCO主催国際シンポジウム「歴史的庭園と文化観光」
に合わせ、日本庭園に関する講演を行った企画の経費の
一部を助成。

35 金林　健史 人形師、㈱真多呂人形
代表取締役

米国 2008.11.02 ～ 2008.11.10 木目込み人形作品展示、伝統工芸士・金林真多呂の講
演、十二単の着付け実演、人形作りデモンストレーショ
ンを実施した企画の経費の一部を助成。

36 谷沢　直 マンガ家 デンマーク 2008.11.05 ～ 2008.11.11 漫画・アニメ・Jポップ等に関する大型コンベンション
「J-Popcon2008」の開催に合わせ、漫画制作のテクニッ
クを含む制作過程紹介等をテーマにワークショップを実
施した企画の経費の一部を助成。

37 臼井　日出男 財団法人日本武道館理
事長

ブラジル 2008.11.05 ～ 2008.11.12 日伯交流年記念事業として、現代武道9団体及び古武道3
流派からなる日本武道代表団による武道体験会、武道交
流稽古会等を実施した企画の経費の一部を助成。

38 小林　國雄 盆栽作家 アルゼンチン 2008.11.05 ～ 2008.11.12 第8回ラテン・アメリカ盆栽大会に合わせ、盆栽に関す
る講演と技術指導を通じて日本の代表的文化である盆栽
を紹介した企画の経費の一部を助成。

39 小松　藤夫 日本棋院棋士八段 キューバ 2008.11.12 ～ 2008.11.22 （財）日本棋院専門棋士がキューバにおける交流囲碁大
会で指導・解説等を行った企画の経費の一部を助成。

40 十　一 日本画家・映像作家 ブルガリア 2008.11.15 ～ 2008.11.26 日本・ブルガリアヴィジュアルアート祭「マルチメディ
ア」において、日本の映像やグラフィックアートに関す
る講演とワークショップを実施した企画の経費の一部を
助成。
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文化事業費

氏名 現職 対象国 事業内容期間

41 小笠原　匡 萬狂言　能楽師 イタリア 2008.11.17 ～ 2008.11.26 狂言レクチャー・デモンストレーションを通じ、狂言の
歴史と基本的な様式を紹介した企画の経費の一部を助
成。

42 鎌田　篤則 平和友好連絡会議代表 ベトナム 2008.12.04 ～ 2008.12.09 いけばなの歴史や日本におけるいけばな事情の解説及び
草月流いけばなデモンストレーションを行った企画の経
費の一部を助成。

43 城谷　小夜子 NPO法人グローバルシ
アター和の輪代表・
女優

ロシア 2008.12.09 ～ 2008.12.19 日本舞踊と日本伝統的演劇手法を紹介するワークショッ
プを実施した企画の経費の一部を助成。

44 佐々木　幹郎 詩人、中原中也の会
会長

フランス 2008.12.11 ～ 2008.12.18 日本語・日本文学を学ぶ学生を対象としたレクチャー及
び講演を行い、日仏の文学者による対談、朗読や中也の
詩に基ずく楽曲を中心としたコンサートを行った経費の
一部を助成。

45 荒井　栄子 草月流いけばな講師 スペイン 2008.12.12 ～ 2008.12.19 いけばな展、草月流いけばなワークショップ、いけば
な・茶道実体験デモンストレーションを行った企画の経
費の一部を助成。

46 石川　泰久 からくり文化実行委員
会世話人代表

韓国 2009.01.12 ～ 2009.01.23 日本の伝統文化である「からくり」実演とワークショッ
プ、体験型プログラムを通じ、わかりやすく楽しく「か
らくり」を紹介した企画の経費の一部を助成。

47 四辻　秀紀 美術史家 イタリア 2009.02.19 ～ 2009.02.26 源氏物語絵巻及び源氏絵の由来とその美術史的意義、並
びに現代日本のアニメーション文化との関連についての
レクチャーと研究会を行った企画の経費の一部を助成。

48 土岐　幹男 凧制作者 フィリピン 2009.02.26 ～ 2009.03.03 江戸凧の展示とワークショップ、加えてフィリピン・カ
イト協会との共催による日比カイト・デモンストレー
ションを行った企画の経費の一部を助成。

49 太田　曜 実験映画作家 フランス 2009.03.02 ～ 2009.03.27 日本の作家によって制作された優れた実験映画の作品上
映、ワークショップ、特別講演を実施した企画の経費の
一部を助成。

50 山田　良 建築家、山田良アトリ
エ代表

ノルウェー 2009.03.13 ～ 2009.03.20 茶室建築の歴史的事例や建築的特徴、またその内部での
しきたりや振る舞い、茶人についての講演・ワーク
ショップを行った経費の一部を助成。

51 的場　智美 現代美術家 キューバ 2009.03.19 ～ 2009.04.02 第10回ハバナ・ビエンナーレに合わせ、「グローバル時
代の日本現代美術」についての講演を実施した企画の経
費の一部を助成。
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文化事業費

氏名 現職 対象国 事業内容期間

52 友野　敦子 アジア文化交流協会委
員

イタリア 2009.03.20 ～ 2009.03.28 立花、盛花、投げいれなどの生け花レクチャー・デモン
ストレーションと、書道作品といけばなを飾る展覧会を
実施した企画の経費の一部を助成。
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